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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 

HUSA (Hiroshima University Study Abroad) Program Report 

  記入日/Date 2024 年 6 月 17 日(YYYY /MM/ 

DD) 

ふりがな 

氏 名 / Name 

 

 

学生番号/ Student ID 

 

本学での所属学部・研究科 

School/Graduate School at HU 

総合科学部 

総合科学科 

学部/研究科 

School/Graduate School 
３ 

      年次(Year) 

（留学開始時点(When Started)） 

派遣プログラム 

Name of Program 
 ☑HUSA  □USAC  □UMAP 

留学先大学 

Host University 
ユヴァスキュラ大学  （国名/Country：フィンランド ） 

所属学部・学科等名 

School/Graduate School at Host  

Social science  

在籍身分 

Status at Host University 

Exchange Student 

(ex. Exchange Student, Special Auditing Student) 

留学期間 

Period of Program 

    2023 年  9 月  4 日   

～ 

(YYYY /MM/ DD) 

    2024 年  5 月  30 日 

(YYYY /MM/ DD) 

 

１．留学するまで / Preparation for the Program 

留学への志望動機・ 

派遣先大学を希望した理由 

Purpose of Study / Reason of  

Host Choice  

もともと福祉の分野に興味がありフィンランドの高負担高福祉の社会制度を詳しく知

りたいと思ったから。また、なぜフィンランドが世界で一番幸せな国なのか疑問に思

いその答えを知りたかったから。 

留学準備を始めた時期 （応募す

る何か月前ですか？） 

Commencement of Preparation 

for Application 

２年前から。（１年生の頃から） 

 

事前準備について（どのような準

備をしたか，しておけばよかった

か） 

Preparation Completed Prior to 

Study Abroad 

GPLP という広大のプログラムに１年生から入り、計画的にGPLP で必要な授業単位

を取っていた。その中で英語の授業も履修していたがもっと英語の自主学習（特にス

ピーキングとリスニング）をしておけばよかったと思った。 

 

2．渡航について / Visa and Flight Information 

ビザについて 

Visa 
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ていたら大丈夫なので、早め早めの予約をすることをお勧めする。私は大使館訪問

が遅くビザが間に合わなくて出発日を延期したので、みなさん注意してください。

ビザが届くまで 1~2 カ月はかかる。 

出国年月日/ Date of Departure     2023 年  9 月  3 日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（往路）/ Route (Outward) 関西空港→ヘルシンキ（直行便） 

現地での出迎え 

Pick-up Service 

 ☑有/Yes（大学関係者/Univ. Staff：チューターの友達が Jyväskylä 駅に来てくれ

た。） 

□無/No 

到着後オリエンテーションの有

無・期間・内容 

Orientation, Period, Contents 

☑有

/Yes  

有の場合 期間/Period：  8/29     ‐ 9/1       

(If Yes)    内容/ Indicate Content Covered during Orientation 

私はビザが間に合わず日本でオンラインで参加したが、履修登録の仕方や学部、寮、プロ

グラムについて等の説明を聞いた。対面の場合大学のナップサックやステッカーなどがも

らえる。渡航する前にもオンラインで説明会が1 度あった。 

□無/No 

帰国年月日 / Date of Return     2024 年  5 月  30 日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（復路） / Route (Return) ヘルシンキ→関西空港（直行便） 

 

3．留学費用について / Expenses 

支
出
額 

/ E
x
p
e
n
s
e
s 

総額 

Total Amount 
1,888,413 円/yen 

内訳 

Details 

渡航費（往復）/ Flight Ticket (Round Trip) 332,680 円/yen 

ビザ申請手数料/ Visa Application Charge 54,100 円/yen 

予防接種費用 / Immunization Charge 0 円/yen 

保険料 / Travel Insurance 109,660 円/yen 

教材費（授業料以外の学費） 

/ Learning Material (Extra Tuition Fee)  
0 円/yen 

宿舎費（住居費）/ Accommodation Fee 534,610 円/yen 

光熱費 / Utility Cost 0（寮費に含まれる） 円/yen 

食費 / Meal Cost 173,587 円/yen 

通信費（インターネット・携帯）/ Internet, Phone 28,341 円/yen 

交通費（宿舎－大学間） 

/ Transportation (Accommodation ~ Univ, Campus) 
0（徒歩で通っていたため） 円/yen 

交際費 / Social Expenses 45,967 円/yen 

その他 / Others（日用品の費用） 

（旅行費） 

（趣味・その他） 

57,101 

467,525 

84,842 

円/yen 

円/yen 

円/yen 

4．授業・修学について / Courses and Study 

授業の概要について（カリキュラム，

プログラム，履修した科目，時間数，

履修形態等）/ Brief Description of Courses 

(Curriculum, Program, Registered Courses, 

Study Hours, Course Style) 

交換学生のカリキュラムで主に英語で開講されている授業を取った。授業形

態は広大のものと似ていて 1 授業 90 分。1 つの授業が週に何回かあるか、1

日に２コマ連続である場合があり授業によって違う。大きく分けると前半の

セメスター(Autumn semester: 9 月～12 月)と後半のセメスター（Spring 

semester: 1 月～5 月）に分かれている。その中にクリスマス休暇やイースタ

ー休暇が 1~2 週間ある。 
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履修した授業：`My Finnish`, `Crises, Conflicts and Security`, `Academic 

English Communication 1`, `Speak up: Improving your English`, `Ethics of 

Global Responsibility`, `Introduction to Intercultural and Multilingual 

Communication`, `Education in Finland`, `Communication in a Multicultual 

Workplace ,̀ `Introduction to Finnish History`, `Migration Policy`, `Family, Care 

and Social Policy` 

単位互換希望の有無 / Credit Transfer 

from Host to Home University 

□有/Yes    ☑無/No 

授業・勉強についてのアドバイス（留

学前の履修，留学中，単位取得等）/ 

Advice for Class and Study (Before and 

During Study Abroad) 

前半のセメスターでは英語の授業を積極的に取るといいと思う。例えば

Academic English Communication や Speaking up など他にもいろんな授業

がある。英語で話すことにも慣れ、自分の英語力も上がるし他の留学生も取

っているので友達ができやすい。また、基本的に履修登録をする時にその授

業のレベルが Basic, Intermediate, Advanced か見て自分のレベルと確認して

おくのも重要。いろんな国から来た留学生とグループワークができる授業や

フィンランドの歴史、教育についての授業もあってとても刺激的で面白かっ

た。英語学習は個人的に９か月間ずっと続けていた。 

日本と異なる授業形態などにおける困

難や挑戦（ティーチングスタイル・先

生と学生の関係性など）/ Difficulties and 

Challenges Faced in Classes Different 

from Japan (Teaching Style, 

Relationship with Professors/Lecturers) 

・フィンランドでは先生と生徒の距離は日本と比べて近く、先生を下の名前

で呼び捨てで呼び、またメール上でも下の名前で書くのでびっくりした。 

・ティーチングスタイルは講義形式とグループワークの時間が元来の授業時

間に当てられるパターンがある。 

・体調不良や何か特別な用事がある場合は先生に相談すると柔軟に対応して

くれる。 

 

5．生活等について / Lifestyle 

（１）留学先の住居について / Accommodation  

住居の種類   

Type of Accommodation 
☑大学の寮 / University Dormitory  □アパート / Apartment   

□その他 / Others（     ） 

住居の広さ  

Size of the Room 
約/approximately 

         ㎡  

同居人の有無 

Roommate(s)? 
☑有 / Yes（   2 人/People） 

□無 / No 

住居に附属する設備 

Facilities in Accommodation 
☑電気/ Electricity ☑ガス/ Gas ☑水道/ Water ☑給湯/ Hot Water ☑シャワー/ 

Shower 

□風呂/ Bathtub ☑水洗便所/ Flushable Toilet ☑暖房/ Heating □冷房/ Cooling ☑台

所/ Kitchen 

□食堂/ Dining Room  □固定電話/ Land-Line Phone ☑インターネット/ Internet   

□その他/ Others（ベッド、勉強机、クローゼット） 

住居費 

Accommodation Fee 

１ヶ月当たり/ per month   (現地通貨/ local currency) 

355€ 

約/ approximately 

59,000 円/yen 

留学先での住居全般に関す

るアドバイス 

A c c o m m o d a t i o n  A d v i c e 

寮はKOAS とSoihtu Kortepohja の２種類あって多くの留学生はSoihtu に住んでいる。両方

ジムやサウナがあるが、Soihtu にはRentukka という学食もあって利便性を考えるとSoihtu

の方がいいと思う。寮の申し込みは早くしないと埋まってしまうので早めにした方がいい。

また、ベットはあるがベットカバーや布団カバー、枕カバーがないので自分で準備しないと

いけない。さらに、１つのアパートに3～４部屋があり、部屋の大きさによって寮費が違う。

部屋の大きさは選べず自動的に振り分けられた。 

（２）医療について / Medical Care 
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保険の加入先 

Insurance 

(W ho Des ignated) 

☑本学指定の保険 / Hiroshima University  □留学先大学指定の保険 / Host University   

□その他 / Others（      ） 

保険の補償内容 

Insurance Coverage 

補償額 / Coverage 死亡 / Death    円 / yen, 

入院1 日 / per day of Hospitalization     円 / yen 

その他 / Others（            ） 

留学前後での予防接種の必

要の有無  

Immunization Requirement  

□有 / Yes （種類 /Acquired Immunizations：                                ,  

  医療機関名 / Location of Immunization：                     ） 

☑無 / No 

留学先国の医療事情 （日本

と比較して） 

Difference in Medical 

Service (Compared to 

Japan) 

医療機関を利用していないので詳しいことは分からないが、病院は予約してもすぐには受診

できず1 か月くらい待たされると聞いた。 

留学先での健康管理，衛生

面について特に注意すべき

こと 

Healthcare and Hygiene  

上記の通り、医療機関は受診するのが難しいので日本から常備薬（風邪薬、胃腸薬、生理痛

の薬）、体温計などを持っていった。私は２回ほど風邪を引いたが薬を持って行っていたの

で助かった。また冷えピタやマスクがあればよかったと思った。さらに、冬は暗く太陽を十

分に浴びれないのでビタミンＤを現地で買って飲んでいた。衛生面については特に気にする

ことはなかった。 

（3）危険を感じた地域，状況，安全管理において注意したこと  

    / Dangerous Situations and Locations Encountered, Possible Advice for Risk Management 

私は危険を感じたことはフィンランドではあまりなく、フィンランドはヨーロッパの中でも比較的治安がいい方だと思う。

浮浪者の人やホームレスの人は確かにいるが、堂々と歩き、話しかけられても無視すれば基本大丈夫だと思う。しかし、

首都のヘルシンキでは観光客が多く特にクリスマスマーケットの時は人が多く混み合うのでスリに気を付けた方がいい。

知人でロンドンやパリなどでスマホや財布を盗まれた人がいるので、他のヨーロッパ圏で旅行する時はより用心すべきだ。

クレジットカードは最低でも２枚用意しておくべき。 

（4）食生活についてのアドバイス / Food – Related Advice 

Soihtu の寮の近くにスーパーが２つあり（Sale とS-supermarket）徒歩で買いに行くことができる。フィンランドには

S-supermarket と K-supermarket の２種類の大手スーパーマーケットがあり、どちらも品揃えは似ていて大抵のものは何

でも買えるが、S の方が安いためよく行っていた。日本食が恋しくなると思うが、S に日本米に似たお米が売っているの

でそれで代替できる。また、日本からプチっと鍋のもとやカレールー、そば、白だしを持っていって、日本食が恋しくな

ったらよく作って食べていた。でも、日本ではあまり見かけないような食べ物もあるので、スーパーを探索して珍しい食

べ物に挑戦するのもアリだと思う。 

（5）気候・服装についてのアドバイス / Advice on Local Climate and Clothing 

冬は－20℃から－30℃まで下がるのでとても寒くまたフィンランドの冬は半年くらい続くので、十分な防寒対策をする必

要がある。雪も降り地面が凍るのでブーツ、ニット帽、手袋、ズボンの下に履くタイツは必須。ジャケットも分厚いジャ

ンバーと少し厚めの上着など、いろんな種類の上着がある方がいいと思う。 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

/ Available Resources (Library, Cafeteria, Campus Wi-Fi, etc.  ) 

大学内と寮内はWIFI 環境が整っている。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 

     / Communication with Local Students and People (Available Opportunities?) 
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 現地学生とは大学で開講されている日本語の授業や自分が取った英語の授業、日本に興味を持つフィンランド人学生のコ

ミュニティであるJYJY に参加したときに交流の機会があった。JYJY は毎週水曜日の夕方5 時から図書館のカフェテリア

であってフィンランド人の友達を作りたい人にいいかもしれない。また、ユヴァスキュラ大学主催の Local Friendship 

Program に応募すると大学側が地域のフィンランド人の方と留学生を繋げて下さり、異文化交流をすることができる。私

は若いカップルの方とマッチし、月２回ほど会って一緒にカフェテリアでご飯を食べたり、料理や遠出したりした。フィ

ンランドと日本の文化を教え合ってとても面白く楽しかった。日本にいつか行きたいと言ってくださいましたし、最後に

はプレゼントと手紙まで頂いてとても感動した。異文化交流をしたい人は応募することをおすすめする。 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと / Care and Attention regarding Customs and Manners 

フィンランド人は日本人と似ていてパーソナルスペースが広く人見知りをするので、逆に親近感をわく場面が多いと思う。

しかし、容姿については思っていてもあまり言わない方がいい。（例：日本では顔が小さいや鼻が高い、肌が白いなどは

誉め言葉になるが欧州ではそういうことは言わないから。）また、授業で手を挙げる時に右手の角度が４５度にならない

ように注意すべきだと思う。 

（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの / What Should You Bring? What Should You NOT Bring? 

日本食（プチっと鍋のもとやカレールー、そば、白だし、日本茶のティーパック、だし）、日本のお菓子（グミなど）、

折り紙、日本からのお土産（風呂敷、お箸、日本の風景が描かれたポストカードなど）、化粧品、コンタクトの洗浄液、

メイク道具、トートバック、帽子、シャワー用のタオル何枚か、折り畳み傘、虫よけスプレー（夏は虫が多い） 

※友達の誕生日プレゼントなど何か仲良くなるきっかけとして日本のお土産をあげるととても喜ばれる。また、日本のカ

レーや餃子などは海外の子にとても評判が良かった。 

カイロは室内が温かいので思ったよりも使わなかった。 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス / Other Useful Information and Advice about Life Abroad 

フィンランドではセカンドハンドショップが広く普及しており、服や靴など安く買えるので一度のぞいてみるといいと思

う。私はそこで冬用のブーツや厚めの普段着などを調達した。また、セカハンで時々イッタラやアラビア、マリメッコの

雑貨も置いているのでお土産として安く買える。さらに日本から持ってくる衣服は帰りの荷物をできるだけ軽くするため

に最後捨ててもいいような古いものを何着か持ってきてもいいと思う。 
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7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等  

/ Useful Books and Website for Study and Life Abroad 

書籍，サイト名  

Name of Book or Website 

詳細（出版社，URL 等） 

Details (Publisher, URL etc.) 

コメント 

Comments 

物語フィンランドの歴史

歴史 – 北欧先進国「バル

ト海の乙女」の 800 年 

石野裕子作、中央公論新社 フィンランドの歴史の授業では分からなかったところを日

本語でより具体的に詳しく書かれており、とても勉強になっ

た。授業の内容をより深く理解できた。（Rentukka の共有

スペースの本棚に置いてありたまたま見つけた。） 

フィンランド、豊かさのメ

ソッド 

堀内都喜子、集英社 フィンランドの福祉に興味がありこの本でより具体的にフ

ィンランドの子育て支援や男女平等の歴史、フィンランド人

の価値観や考え方について学ぶことができた。（こちらも

Rentukka の共有スペースの本棚に置いてありたまたま見つ

けた。） 

   

8．後輩へのメッセージ / Message for Outgoing Students who Desire to Study Abroad 

留学しようか迷っている人がいるのなら、ぜひ海外に飛び込んでみることを強くお勧めします。私自身も去年

㠀

との時間はとても楽Āかけがえのないものです。また、 フィンランドだけでなくヨーロッパ各地を旅して、

日本と
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注１） 報告書およびその内容は，留学希望者への情報提供のため，HUSA ホームページおよび広島大学ホームページへの掲載，事

務室での閲覧や大学の留学情報案内の作成のために利用させていただきます（氏名及び学生番号については，非公開としま

9．自由記述（日本語・1,200 字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

・以下の点を踏まえ，記述して下さい。/ Please give your feedback including the following points: 

① 留学を終えての所感 / Please describe and evaluate your study abroad experience briefly. 

② 留学期間中，最も印象に残った体験・出来事 / What was the most impressive experience in your study abroad 

experience?  

③ 留学の成果，留学前と比較して成長した点 / What is your achievement through the study abroad experience?  

④ 今回の留学での経験や成果を今後どのように活かしたいか（将来のキャリアパスも含めて）/ How do you want to 

make use of your study abroad experience in the future including your career?  

 

・写真を 2～3 枚程度，貼り付けてください（写真 1 枚当たりの容量は，500KB 以下に縮小して下さい）。 

Please add 2-3 photos (within 500 KB per a photo). 

 

① 9 カ月の留学を終えて、大学でも留学をして本当に良かったと思いました。私自身高校時代にもスイスで１年

間留学したことがあり大学でもしようか迷っていましたが、去年大学でも留学をすると決めて本当に良い決

断だったと振り返って思います。フィンランドで出会った人々（世界中の友達、現地学生、日本人の留学生、

地域の方々、大学の先生方）、夜中まで友達と語り明かした日々、肺が凍るほどのフィンランドの極寒、太

陽を浴びて感じる幸せ、カルダモンの香り、美しい湖と木々など一言では言い表せないほど私のフィンラン

ドでの留学生活は濃く充実したものになりました。しかし、それも広大の職員の方々や JASSO の奨学金、保

険など広大に充実した留学サポートやまた家族や友達の支えもあり留学中も不安にならずに思いっきり楽し

むことができました。関わってくださった皆様、本当にありがとうございました。おかげで私の留学生活が

かけがいのものになりました。 

 

② 最も印象に残った体験は、生まれた国や話す言葉は違っても英語を使って世界中の人と繋がることができる

ということです。留学当初英語は全くできませんでしたが、自主学習や留学生や現地学生と話していくうち

に英語で話すことに慣れていきました。そして話していくうちに何人かの友達はお互い考えていることが似

ていたり笑いのツボが一緒だったりしてとても楽しく会話することができました。そこで気づいたことはバ

ックグラウンドが違ってもその人と性格・興味が似ていれば仲良くなることはできるし、世界中の人と仲良

くなるには柔軟な姿勢で自分から積極的に遊びに誘ったり会話をしたりすることが大切だと思いました。そ

して英語はあくまでも会話のツールであり、大事なのは英語のレベルではなくて英語を使っていかに自分の

「伝えたい」という気持ちを諦めずに積極的にコミュニケーションを取るかだと思いました。 

 

③ 成長した点については、留学を通して②でも書いた通り英語力（特にスピーキングとリスニング）は留学前

と比べてとても上がったと思います。それ以外にも、留学前の自分と比べると何事にも前向きに取り組むよ

うになったと思います。留学前の広大での私は何の目標もなく恥ずかしながら怠惰な生活をしていました。

しかしフィンランドでの様々な経験を通して、自分自身をみつめ直し自分は何に興味がありどんなことが好

きかより具体的にはっきり見えてきましたし、様々な国籍の人と話していく中で自分という存在を客観的に

見ることができました。さらに、フィンランドだけではなくヨーロッパ各地も旅行し、特に帰国前に１人で

ヨーロッパ（スイス、フランス、スペイン）旅行をしたことはとてもいい経験になりました。航空券から宿

泊施設の予約、旅行のスケジュールなども全部 1 人で決めたり、スイスで留学してた時のホストファミリー

や友達に会いに行ったりとスケジューリング能力や行動力を高めることができたと思います。 

 

④ フィンランドで得た経験を忘れずに、フィンランド人のような仕事も私生活も充実させるようなワークライ

フバランスを重視し、そして現代社会の問題を解決できるような仕事に就きたいと考えています。現在就活

中で日本の就活のやり方に疑問視することがありますが、最低限のマナーは守りつつ自分の色を出せていけ

たらいいなと思います。 
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す）。ただし，公開にあたり不適切と判断された内容については，国際交流グループにて削除等させていただきます


